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当法人では、SDGs（持続可能な開発目標）の取組みを進める
一環として、昨年度より「地域創生SDGs官民連携プラット
フォーム」に参加しています。

中期運営計画「KSJ MASTER PLAN 2026-2030」完成 !

法人の未来を描く新たな中期運営計画「KSJ MASTER PLAN 2026-2030（marble plan）」が完成しました。
福祉・医療ニーズが多様化する中で確かな方向性を示し、法人が大切にする価値観や目指す未来像をまとめ
ています。

中期運営計画
QRコード▼

50周年記念50周年記念
-2027年８月２日-まで

　あと365365日

新アイデンティティ “marble” 誕生
　KSJ MASTER PLAN 2026-2030の完成に合わせて、法人の新しい
アイデンティティ「marble」が誕生しました。 marbleは、違いを
排除せず、均一化せず、 混ざり合いながら共存する「多様性の共生」
と現代のインクルーシブな社会観を象徴しています。
　多様性とつながりを象徴するKSJの新しい色“marble”の誕生にち
なみ、この中期運営計画を「marble plan（マーブルプラン）」と
呼びます。

New略称
Ｋ （Kind：思いやりある）
Ｓ （Safe：安心・安全な）
Ｊ （Joyful：喜びを育む）



基 本 理 念NewNew

わたしたちは
だれもが分け隔てなく
希望をもって幸せに暮らせるよう
包括的な支援により
地域共生社会の実現をめざします

1  公的責任の遂行と 
福祉・医療施策への貢献

2  尊厳と権利を守る 
質の高いサービスの提供

3  地域との連携・協働による 
信頼の構築

4 人財育成と職員支援体制の充実

基 本 方 針NewNew

理事長ごあいさつ

本年（令和８年）３月、当事業団は京都府立の社会福祉施設の指定管理者として、引き続き指定を受けまし
た。今後５年間、６つの拠点施設の管理運営に万全を期して取り組んでいく所存です。
そのための基本となる法人の中期運営計画「KSJ MASTER PLAN 2026-2030」をこの度評議員会のご承認
を得て策定をいたしました。策定にあたっては、職員からなる「KSJ未来づくり20人委員会」をはじめ、若
手職員で構成された「ネクストメンバー」等の意見を参考に法人の基本理念も併せ改定を行いました。今後
５年間、この基本理念及びプランにより法人・施設運営に邁進してまいります。
基本理念に掲げておりますように「だれもが分け隔てなく希望をもって幸「だれもが分け隔てなく希望をもって幸
せに暮らせる地域共生社会の実現」せに暮らせる地域共生社会の実現」を目指してまいります。それは言い換え
れば「違いを排除せず、均一化せず、混ざり合いながら共存する社会」「違いを排除せず、均一化せず、混ざり合いながら共存する社会」でも
あります。われわれは、一人ひとりの色「個性特性」が尊重され彩りあう「マー「マー
ブルな社会」ブルな社会」を法人・職員をあげて築いてまいります。
このような当事業団の新たな取組みを何卒ご理解いただき、引き続きのご
支援・ご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

「マーブルな社会」の実現に向けて 
 ～新たな基本理念と中期運営計画の策定～
 理事長　中本　晴夫

中本理事長も
マーブルデザイン製作に参画

福祉・医療を取り巻く環境が大きく
変化する中で、法人の取組みや職員の
意識も少しずつ変化してきており、改
めて法人の価値観を見つめ直し、これ
からの時代にふさわしい理念へと整理
いたしました。
改めて全職員にアンケートで意見を
聞き、これまで大切にしてきた価値観
を継承しつつ、現状の法人の強みや特
色・目指すべき方向性を表した内容に
リニューアル！職員全員が同じ方向へ
進むための“より分かりやすい指針”と
なるよう再構築しました。
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“marble”のデザインはネクストメンバーが
ワークショップで製作しました。

KSJ未来づくり20人委員会 ― 職員の描いた未来像を反映―
職場や職種の枠を越えて意見を出し合い、職員が主体となって未来を描いたことが、今回の

marble planの大きな特徴です。

＜福祉・医療連携チーム（リーダー層職員）＞ 
・児童・成人分野の課題整理
・施設機能・地域連携の検討
・基本理念・ロードマップの基礎づくり
＜ネクストメンバー（若手職員）＞ 
・未来像の構想（20年後・50年後）
・新基本理念・キャッチフレーズ案
・marbleデザインの創出

＜施設運営チーム（管理職）＞ 
・前期計画の総括
・SWOT分析
・施設毎の５年間の計画検討

3.計画策定の過程

「未来を動かす４つのイノベーション」
本計画の主軸は、４項目とします。「KSJの包括的支援」を土台とし、４つ
のイノベーションに取り組むことで、基本理念の実現を目指します。
５年間の具体的な取組みは、別途ロードマップにまとめています。

1 地域の複合課題への対応力を高める
2 災害・感染症から施設と地域を守る力を強める
3 多様な専門性を活かし地域のサポート力を伸ばす
4 地域とともにある事業団の組織力を固める

2.計画の主軸

「KSJの包括的支援」
施設の種別や専門性は異なっていても、基本的には同
じ４つの支援を法人としてのスタンダードに位置付けて
いきます。
これまでは、施設運営を行う法人であることから、４
つのうちの１つである「サービス提供」が主流であった
かもしれませんが、「相談」や「移行支援」「事後フォロー」
を行う仕組みも少しずつ増えています。
今後は、この支援を「KSJの包括的支援」として中期
運営計画の基礎として、地域共生社会の実現＝マーブル
な社会を目指していきます。

「相談（入口・発見）」　「サービス提供（専門的支援）」
「移行支援（架け橋）」　「事後フォロー（地域定着）」

1.計画の基礎
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施設長ごあいさつ
令和８年度がスタートいたしました。本年度も京都府立の施設を運営している事業団として地域の企業や
学校、他法人など多様な機関とのつながりを大切にしながら、法人内外での連携による新しい取り組みをさ
らに生み出していければと考えております。
各施設の施設長より、リーダーとしての意気込みや運営への思いを込めてごあいさつ申し上げます。

心身障害者福祉センター

髙尾 浩之副所長

心身障害者福祉センター
附属リハビリテーション病院

徳永 大作院　長

洛南寮 養護老人ホーム
瀬尾 享弘施設長　

洛南寮 救護施設
吉岡　 謙施設長　

東山母子生活支援施設

並川 朋子施設長

リハビリテーション病院は、最新の医療技術や知見をタイムラグなしに必要な方に届けるため、
京都府立医大と直結して治療を行い、医療の教育施設としても発展することを目標に掲げています。
小規模な病院であることを逆にメリットに変え、大病院ではなかなか実現できない、メディカルス
タッフがチームとなった、心のこもった医療を行うことができます。
また、隣接するサン･アビリティーズ城陽に設置された、パラパワーリフティング競技NTCをは

じめとするパラスポーツへの積極的な医科学支援を含め、特徴ある病院としての存在感を増やして
いきたいと思います。

近年、救護施設を取り巻く環境や利用者ニーズはますます多様化しており、私たち職員には柔軟か
つ丁寧な支援に加え、より高い専門性が求められています。利用者一人ひとりの尊厳を守り、安心し
て暮らせる環境を提供するとともに、個別支援計画に基づいた支援を着実に実践してまいります。
また、職員同士が学び合い、支え合う風土づくりを進めるとともに、組織としての対応力や専門
性の向上にも力を注いでまいります。
新たな法人基本理念のもと、多職種が連携しながら、利用者の安心した暮らしを支え、地域福祉
の向上に貢献できる施設運営を目指してまいります。

洛南寮養護老人ホームでは、経済的困窮や住居の喪失、虐待、身寄りがないなどの事情により、地
域での生活が困難となった方々が、健康で安心・安全な日常生活を営めるよう支援を行っています。「高
齢者福祉最後のセーフティネット」としての使命を担うとともに、近年は高齢者を包括的に支える地
域の拠点として、その役割はさらに広がっています。
今後も、高齢化の進展に伴う多様なニーズに対応できるよう、地域や関係機関との連携を一層深め
ながら、地域包括ケアシステムの一翼を担う施設として、高齢者一人ひとりの尊厳を大切にし、その
人らしい暮らしを支えてまいります。職員一同、地域に信頼される施設づくりに努めてまいります。

当センターは、障害者施設や附属病院などさまざまな事業所が同じ敷地内に共存し連携する全国
的にも珍しい複合施設として、まもなく設立50年の節目を迎えます。
私どもは、これまで医師や看護師等の医療スタッフから介護福祉の専門職など多職種の職員が協
力しながら、安心・安全な福祉・医療サービスの提供に努めてまいりました。
昨年７月にはこれらの取組をさらに進めるため、法人施設の機能を結集した「福祉・医療総合相
談センター」を開設し、同センターが中心となって近隣自治体等との連携を図ってまいりました。
私自身、今年度は施設長兼務を拝命し２年目となります。初心を忘れることなく職員のみなさん
とコミュニケーションを図りながら、施設のさらなる発展を図りたいと考えております。

今年度より施設長を拝命致しました。
DV被害を受けて入所されたお母さまが慰謝料の希望金額を記載する欄を見ながら「相場はどれ

くらいなのですか？あんなに辛かった、あの時の自分の思いに値段なんてつけられない」と仰った
エピソードを聞いた時、叩きのめされたような衝撃を受けました。私は今まで「支援を提供する」
と思っていたのですが、それは単なる「行為」で、何が大事なのか、それは「権利を守ること」だっ
たのだと、自分が傲慢だったとさえ思いました。この気持ちは絶対忘れないと表明しておきたくて、
この場をお借りしました。
インケアの充実、地域貢献、プレコンセプションケア含めあらゆる困難な問題を抱える女性の安
心安全な生活を守る事業の受託などに尽力してまいります。どうぞよろしくお願い致します。
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桃山学園

筧　 智子園　長

視力障害者福祉センター

畑段 隆浩所　長

こども発達支援センター

平井　 清所　長

発達障害者支援センター

渡邊 由佳センター長

福祉・医療総合相談センター

伊藤 勝敏センター長

妊娠・子育て相談センター

勝山 久美子センター長

昨年度は組織体制の変更、それに伴う人事異動等がありました。新しい環境の下、１年をかけて
少しずつその効果が出てきたように思います。地域に積極的に出向くことで課題を把握し、当セン
ターが取り組むべきことを検討し、少しずつ実践してきました。また、新たな組織、新たに来てく
れた人は新たな視点を持ち込んでもくれ、センター内に活気をもたらしてもくれました。多くの専
門職がいるというセンターの利点を大いに活かして、今年度も京都府南部の障害児支援の中核的役
割を担うべく、全職員で取り組みます。

視力障害者福祉センターは、全国で唯一、地方自治体が開設するあん摩マッサージ指圧師、はり師、
きゅう師を養成する専門学校です。昭和30年の開設以来1000名近い卒業生を送り出し、多くの人
が医療機関や福祉施設、更には企業のヘルスキーパーなど様々な場面において活躍されています。
私達職員は、高い知識と技術を有する「あはき師」を養成するため、長年蓄積してきたノウハウ
と経験を活かして教育訓練の充実を図り、全ての入所生のみなさんが国家資格を取得され社会に羽
ばたいて行けるよう、一丸となって取り組んでいきます。
また、無料あんま奉仕、健康講座等の開催、各種イベントへも積極的に参加し、府民の皆様から
も信頼される施設となれるよう努力してまいります。

京都府立桃山学園は、障害児入所施設と児童養護施設が統合し昭和35年に開設、平成17年の全
館建て替えから20年以上が経過しました。時代が移り変わっても生活を支えるうえで大切なのは、
「安心安全な環境」と「質の高い支援」です。それがどういうことなのか・・・大人は永遠の課題
と日々向き合い試行錯誤を繰り返しつつも、子ども一人ひとりの“強み”という種を育てます。芽吹
き花が咲くように、未来がより広がることを願い励みとし日々努めています。また、地域や企業・
団体の皆さまに支えられることで、より豊かな支援が可能になります。これからは施設の枠を越え、
地域と共に子どもたちの成長を支える存在として歩み続けます。

発達障害者支援センターはばたきは相談支援を基とし、発達障害児者支援の充実に努めています。
府内６圏域発達障害者支援センターに配置された地域支援マネジャー（以下、地マネ）をバックアッ
プし、地域のニーズに合わせた支援を関係機関とのつながりをもって展開することができるよう地
マネ・圏域を支援します。また、支援に係る協議会等に参画し、教育・福祉・就労・医療・行政等
関係機関それぞれが専門性を活かした支援を展開できるよう協働に努めます。
間接支援実施のため職員自ら専門性にかかる研鑽に励みつつ、専門職対象の研修をはじめ、関係
機関へのコンサルテーションや出講など支援者支援の実施、職能団体と連携し専門職の人材育成の
検討を進めます。

京都府・京都市の連携事業「きょうと妊娠から子育てSNS相談」及び「きょうと妊娠SOS」を受
託したことをきっかけに法人内に妊娠・子育て相談センターが設置されました。相談を開始してちょ
うど１年を経過したところです。LINEを主な手段として、毎日、府内全域から妊娠や子育てに関
する切実な相談が寄せられており、この１年間で2,300件にのぼりました。
保健師・助産師・公認心理師・社会福祉士・保育士からなる専門職チームによって、関係機関と
連携した情報提供や、自己決定のための課題整理などをお手伝いしています。「孤立する相談者さ
んの想いに寄り添い･･･地域とつながる懸け橋に」なれるようチーム一丸となって心をこめてサポー
トしていきます。

法人内外のニーズに寄り添いながら、福祉と医療が一体となりワンストップで地域を支える福祉・
医療総合相談センターは、新たな中期運営計画を契機に、７月１日から法人本部事務局の組織とし
て生まれ変わりました！
中期運営計画において包括的支援の入口として位置づけられている「相談」を福祉・医療総合相談
センターが担うためには、今まで以上にセンター員の地域の複合的課題への対応力が求められます。
そのため、「施設間及び関係機関との連携」「チーム員の各施設の機能・役割や業務内容への理解」

「事例検討を通した多職種連携・チームアプローチ」をさらに推進して行きたいと思います。
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附属リハビリテーション病院に２つのセンターを開設しました！

連携強化に向け協定を締結
災害時の協力体制づくりや医療・福祉分野での連携強化に向け、社会福祉法人みねやま福祉会および和束町と協定を締結し
ました。連携を一層強めながら、地域の皆さまを支える取り組みを進めていきます。 

社会福祉法人みねやま福祉会「災害時等の連携・協力に関する協定」
３月19日、社会福祉法人みねやま福祉会（理事長 櫛田 啓 氏）と、災害時の支援体制強
化を目的とした連携協定を締結しました。人的・知的資源の交流による人材育成に加え、災
害発生時の職員応援派遣、物資の相互融通、入所者の緊急避難受け入れなど、地域福祉の向
上と災害対応力の強化に向けて連携を深めてまいります。

和束町「医療・福祉・介護サービス提供等の連携・協力に関する協定」
４月27日、和束町（町長 馬場 正実 氏）と医療・福祉・介護サービス提供等に関す
る連携協定を締結しました。鷲峰山トンネル開通により附属リハビリテーション病院
へのアクセスが向上し、通院や診療所との連携が深まったことを背景に、当院による
整形外科的支援に加え、法人の専門性を活かした介護予防の健康講座やイベントを展
開し、町民の健康長寿を包括的に支える体制づくりを進めます。今後とも、町民の皆
様のお力になれるよう努めてまいります。

トピックストピックス

高次脳機能障害支援センター高次脳機能障害支援センター
心障センターでは、平成25年の障害者総合支援法の施
行を機に、京都府南部地域の支援拠点として附属リハビリ
病院に高次脳機能障害専門外来を開設しました。さらに翌
年には、生活訓練事業所ひまわりを開設し、以来10数年
にわたり、高次脳機能障害支援に取り組んでまいりました。
令和８年４月には、高次脳機能障害者支援法の施行にあわ
せ、診療・訓練・相談の各部門が連携し、より包括的な支援
を提供することを目的として、高次脳機能障害支援センター
を開設しました。
今後は、センター化の強みを生かし、退院後の生活訓練へ
の円滑な移行をはじめ、生活訓練修了後の就労支援や定着支
援、家族支援、地域の関係機
関との連携強化など、高次脳
機能障害のある方々とそのご
家族が地域で安心して暮らし
続けられるよう、課題に取り
組んでまいりたいと思います。
　　　　センター長センター長

小泉 英貴小泉 英貴

ロコモセンターロコモセンター
70歳以上が人口の２割を超える超高齢社会において、
平均寿命と健康寿命の乖離による長期間の介護は深刻な社
会課題です。その主因である運動器の衰え「ロコモティブ
シンドローム」に対し、当センターではメディカルスタッ
フが強固なチームを組み、リハビリテーションを中心とし
た多角的なアプローチを行います。疾病や外傷による衰え
を早期に防ぎ、地域の高齢者や障がい者の皆様が住み慣れ
た自宅でいつまでも健康に、自立して過ごせるシームレス
なサポート体制を構築します。最新の知見を迅速に取り入
れた質の高い医療を提供し、地域包括ケアを支える特徴あ
るセンターとして存在感を発揮で
きるよう、全力で尽力してまいり
ます。

　　　　　　　　センター長センター長
今井　寛

KSJ 掲示板 各事業の相談窓口案内

きょうと妊娠から子育てSNS相談
妊娠、出産、子育て、性に
関すること等について、助
産師等の専門職にLINEで相
談できます。相談は24時間
受付、原則24時間以内に返
信します（日曜、祝日、年
末年始は除く）。

LINE QRコード

福祉・医療総合相談センター
各施設スタッフが連携して、専門性を
活かした相談窓口を設置しています。
介護の不安、生活の不安、医療の不安
などの相談を受け付けております。

0774-54-3037
sougousoudan@ksj.or.jp

きょうと妊娠SOS
思いがけない妊娠について、
助産師等の専門職にLINEで
相談できます。返信は、相
談対応時間内（日曜、祝日、
年末年始は除く）となりま
すが、相談は24時間受け付
けております。

LINE QRコード

相談は無料になります。秘密は厳守いたします。お気軽にご相談ください。
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KSJが掲げる新たな基本理念「地域共生社会の実現」を具体的なかた
ちへと進めていくために、事業団では全職員が共通して習得すべき福
祉の基礎スキルを体系的に学ぶ「専門性向上研修」を実施しています。

専門性向上研修

新規採用職員研修Ⅱ新規採用職員研修Ⅱ
新規採用職員研修Ⅰ新規採用職員研修Ⅰ

新規採用職員研修
新規採用職員研修Ⅰは、今年度より３日間の実施となり、虐待防止研修や車椅子操作研修、感染症対策研修など、業務
に必要な知識や技術をより充実した内容で学ぶことができました。
新規採用職員研修Ⅱは、入職後約３か月を迎えた職員のフォローアップを目的として実施しました。理事長より、新しい基本
理念と新しいアイデンティティ「marble」についてリモートで説明があり、理念への理解を深めることができました。その後、「手
引き」や「ボッチャ」を体験し、視覚障害者への理解を深めるとともに、体を動かしながら職員同士のつながりを広げる貴重な
時間となりました。さらに、意見交換会では入職後の経験を振り返りながら、お互いの思いや気づきを共有する場となりました。

6/18　新規採用職員研修Ⅱ

手引き体験 意見交換会ボッチャ体験

4/1～4/3　新規採用職員研修Ⅰ

虐待防止研修 車椅子操作研修 感染症対策研修

ＫＳＪ人財財育成

車椅子操作研修
事業団では、地域の福祉人材育成を進めるため、今年度より「車椅子操作研修」を毎月実施しています。本研修は、職員が
福祉支援の基礎となる専門性を確実に身につけ、あわせて講習会等を通じて地域貢献に寄与する人材を育成することも目的と
しています。

10月以降の本研修では、これまでに参加した職員が車椅子操作の指導を通じ講師となすスキルを修得する予定です。
〈次回開催予定〉
　●第３回　令和８年度８月４日（火）14：00～16：00　洛南寮
　●第４回　令和８年度９月８日（火）14：00～16：00　心身障害者福祉センター　
 ※10月以降の開催は、随時発表します。手引き研修、手話研修も予定！

利用者の方の安全だけ
でなく、自分の身体を
守るためにも、正しい
操作方法を学ぶことの
重要性を感じました。

●グループワークでは同期のみなさ
んと久しぶりに会話をする中で、悩
みや現状を共有し自分だけじゃない
安心感を得ることができて良かった
です。

●虐待防止や感染症予防など、その
他にもたくさんのことを学ばせてい
ただきました。現場での支援に活か
せる内容が多く、とても勉強になり
ました。今後は、利用者様が安心し
て過ごせるような支援ができる職員
を目指し、努力していきたいと思い
ます。

新たな中期運営計画では、福祉の専門性と実
践力を育み、地域の声に寄り添いながら支援を広
げる職員をめざします。学びを地域へ還元し、未
来の福祉と地域共生社会を支える人材の成長を大
切にしています。
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令和７年度事業報告・決算令和７年度事業報告・決算

実践研究発表会
発表演目数

7題
個別説明会
フェア参加者数

152名
国家資格取得実績

4名社会福祉士　

1名精神保健福祉士　

時間外労働時間

（R6 年度 7.2時間）

7.4時間/月

年次有給休暇取得率

年次有給休暇取得数

60.4%

12.1日
インターンシップ
実習受入人数

144名
離職率

4.6%
（R6 年度 2.1％）

女性役付職員の割合

（R6 年度 63.2％）

64.3%

新規採用人数
（R7 4/2～ R8 4/1 採用者）

14名

年間休日日数

127日
職員数

344名
（R8 年 3月 31日現在）

利用料
960,487

障害福祉サービス障害福祉サービス
 介護保険、医療事業等 介護保険、医療事業等（ ）

寄附金・雑収入
・その他

13,10313,103

収入の内訳 支出の内訳

（措置費含む）（措置費含む）

指定管理料
1,512,254

補助・委託
7,301

人件費
1,693,754

事業事務費
834,863

減価償却
・その他

18,24418,244

ホームページ
QRコード▼

“ええあんばいの居場所”をつくりたい“ええあんばいの居場所”をつくりたい　ふくし未来塾（第５期）報告
昨年度、全国社会福祉協議会主催の「ふくし未来塾」に参加し、
社会福祉法人の役割や地域課題、そして法人としてどのような公益
的取り組みができるかを考える機会をいただきました。私は、京
都が “学生のまち ”でありながら、卒業時に多くの学生が転出して
しまうという特徴に注目しました。「住み続けたいまちではないの
か？」という疑問から、学生が京都に住み続けたいと思える環境づ
くりをテーマに調査を進めました。
アンケートやインタビュー、京都市担当者へのヒアリングなど、
多くの方に協力いただき、学生が「相談したいことはあるが、誰に
でも相談できるわけではない」という現状が見えてきました。そこ
から、学生が安心して過ごせる“居場所”の必要性を強く感じました。
今回の論文は調査と考察まででしたが、今後は法人としてこの学
びを形にし、学生が地域とつながり、自分らしく過ごせる場づくり
に法人の皆さんと共に取り組んでいきたいと考えています。
ふくし未来塾では他法人の同期や多様な実践を行う方々と出会い、
多くの刺激を受けました。新しい視点やつながりが得られる、とて
も貴重な演習です。地域に向けてこんなことがしたいという思いが
ある方は、ぜひ参加してみてください！

プログラム
・対面演習（６月・７月・10月）
　全体演習、ゼミ演習、
　講義・前期生の実践報告　等
・事業の提案・実践
・オンラインゼミ演習
　（実践の経過報告）
・修了論文の提出
・その他（動画視聴・レポート提出）

践報告 等

習

レポート提出）

単位：千円

本部事務局　本部事務局　
事業・企画課　西村 朋事業・企画課　西村 朋
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